
Ⅲ―３個別の教育支援計画について（３）個別の教育支援計画のコーディネートアイディア（例）② 

 

 

- 167 - 

個別の教育支援計画を支援内容等の引き継ぎで活用したいの

ですが、どうも形式的で活用しにくいです。 

「活用するために作成したい！」という思いは、大切ですね。 

各学校で、実施している様式等で十分であれば、それを使うことをお勧めします。 

ここでは、「活用しにくい」「形式化して、使いにくい」等、検討をしたいけれど、

多忙な中で時間がないという時のために、個別の教育支援計画（例）を２パターン提

案します。各学校の様式の参考になればと思います。 

＊１ 【１０の視点】については、第Ⅲ章－１－（１）『一人一人の特性等に応じた必要な指導や支援のために』（90ｐ）

をご覧ください。 

あくまでもこの個別の教育支援計画は（例）です。ワード版から、学校独自に修正したり、

Aと Bの利点を合わせて作成したりしてください。 

大切なのは、「支援内容の決定、確認、実施、継続」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の教育支援計画（例） 2パターン 

○ 何度も書かない！ 一目で分かる情報継続型

（小6年間や中・高各3年間）。変更がある場合

は追記していく計画（例）。 

○ 本人の困難さを学習指導要領の１０の視点＊１

で押さえ（✔式）、その他アンケート等と連動さ

せるなど、重複記述を避け、素早く情報を整理、

把握していく形。 

 B 継続・変更記入型 

個別の教育支援計画は、一冊にまとめ、いつでも確認したり、 

情報共有したりできるようにファイル化することをお勧めします。 

 その際、個人情報の適切な取り扱いに十分留意しましょう。 

 A 学年 1枚型 

○ これまでの福島県養護教育センターが

示していた計画（例）の改良型。 

○ 学年毎に計画用紙に記入し、作成するタイ

プ。本人の障がいの状態、本人の思いなどを

記述しながら、整理していく形。 

 

☆ 個別の教育支援計画（例） 
～活用するための作成へ～ 

 

学校等に合わせて、自由に修正、訂正してご活用ください。 


